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事 後 評 価 調 書 

Ⅰ 事業概要 

事 業 名 港湾事業（海域環境創造事業） 

地 区 名 三
み

河港
かわこう

 御津
み と

地区
ち く

 

事業箇所 豊川市
とよかわし

御津町
みとちょう

 

事業のあ

らまし 

三河港御津地区は、三河湾の湾奥部に位置しており、閉鎖性の強い水域となっている。このた

め、高度経済成長とともに水質が急激に悪化し、赤潮やこれに連動した青潮の発生が頻発してお

り、水域環境とともに周辺海域の水産資源にも重大な影響を及ぼすようになっていた。 

また、御津地区の沖部には、埋立工事のための浚渫により生じた深掘れ箇所があり、この海域

での貧酸素水塊の発生により、苦潮が発生する原因となり、水域環境や漁業活動におおきな影響

を及ぼしている。そこで、この深掘れ箇所の覆砂を行うことにより底質・水質浄化の促進を図る。 

事業目標 

【達成（主要）目標】 

 ・御津地区の深掘れ箇所49.3haに覆砂を行い、底質環境の改善を図る。 

 

【副次目標】（事前評価時に設定した場合、記載する） 

 ・事業実施により、水質を浄化する働きのある底生生物を増加させる。 

事 業 費 
事業費 内訳 

7.5億円 ■工事費 7.5億円、□用補費   億円、□その他   億円 

事業期間 採択年度 2005年度 着工年度 2005年度 完成年度 2017 年度 

事業内容 覆砂：49.3ha 

Ⅱ 評価 

①
事
業
目
標
の
達
成
状
況 

1) 主要目

標の達

成状況 

【達成状況】 

・計画に則り良質な砂を覆砂したことにより、底質環境の改善の目標を達成している。 

【達成状況に対する評価】 

・事業実施により、事業目標を十分達成していると言える。 

 

2) 副次目

標の達

成状況 

【達成状況】 

・事後モニタリングの結果、アサリ稚貝の着底が確認されており、水質を浄化する働きの

ある底生生物を増加させる目標を達成している。 

【達成状況に対する評価】 

・事業実施により、事業目標を十分達成していると言える。 

 

Ⅲ 対応方針 

今後の事後評

価の必要性 
事業目標は達成されており、今後の事後評価の必要性はない。 

改善措置の必

要性 
事業目標は達成されており、改善措置の必要性はない。 

 

同種事業に反

映すべき事項 

 

事業の実施においては、覆砂に適した土砂の確保が重要であるため、浚渫工事等による土

砂の発生状況を把握しておく必要がある。 

 

 

（別紙６） 


